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（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

日
下

く

さ

か

誠
の
墓 

前
号
で
日
本
学
士
院
に
行
っ
た
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
が
、
そ
の
帰
り
に
日
下
誠
（
明
和
元
年(

一

七
六
四)

～
天
保
十
年(

一
八
三
九)

）
の
墓
を
尋
ね

よ
う
と
１
㎞
ほ
ど
離
れ
た
谷
中
の
多
宝
院
を
訪
ね

ま
し
た
。
し
か
し
、
墓
地
内
を
い
く
ら
探
し
て
も

見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

捲
土
重
来
を
期
し
て
事
前
情
報
を
集
め
、
一
週

間
後
の
八
月
十
九
日
に
再
度
多
宝
院
を
訪
ね
ま
し

た
。
そ
し
て
今
度
は
す
ぐ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
下
誠
の
墓
は
、
隣
の
二
基
の
灯
籠

(

？)

に
「
松
源
楼
」
と
あ
る
大
き
な
墓
地
に
ひ
っ

そ
り
と
背
を
向
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

 

自
然
石
の
板
碑
の
正
面
に
「
天
保
十
己
亥
年
六

月
三
日 

日
下
誠
先
生
之
墓 

行
年
七
十
六
」
と

あ
り
、
裏
面
に
は
「
祠
堂
金
三
両
可
寄
附
之
處
當

院
住
職
因
所
望
換
半
鐘
納
之
」
と
あ
り
ま
し
た
。 

「
覚
真
院
観
翁
照
道
居
士
」
と
文
献
に
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
墓
に
は
刻
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

日
下
誠
は
関
流
五
伝
の
有
名
な
和
算
家
。
通
称

貞
八
郎
、
字
は
敬
祖
、
号
は
五
頼
。
初
め
鈴
木
誠

政
、
ま
た
は
矢
田
喜
惣
太
と
言
い
、
後
に
日
下
貞

八
郎
と
改
む
。
若
い
頃
か
ら
安
島
直
円
の
門
に
入

り
、
皆
伝
を
得
、
麻
布
日
下
窪
で
塾
を
開
く
。
そ

の
門
か
ら
は
和
田
寧
・
内
田
五
観
・
長
谷
川
寛
・

大
原
利
明
・
白
石
長
忠
・
五
瀬
是
勝(

第
17
号
参

照)

等
和
算
の
錚
々
た
る
人
物
が
出
て
い
ま
す
。 

 
三
上
義
夫
に
よ
れ
ば
誠
は
料
亭
松
源
よ
り
出
た

人
で
あ
る
と
い
う
。
ネ
ッ
ト
で
見
る
と
上
野
広
小

路
に
割
烹
店
松
源
が
あ
り
、
勝
海
舟
の
『
氷
川
清

話
』
の
中
に
も
出
て
く
る
と
い
う
。
墓
の
位
置
か

ら
し
て
強(

あ
な
が)
ち
無
関
係
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。 

楕
円
の
周
長
の
こ
と 

一
、
は
じ
め
に 

 

第
９
号
で『
古
今
算
鑑
』を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
著
者
の
内
田
五
観
が
文
政
三
年
、
十
五

歳
の
時
に
武
州
一
之
宮
氷
川
神
社
（
大
宮
）
に
七

問
の
算
額
を
奉
納
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。 

今
、
そ
の
一
問
目
の
術
文
の
解
読
に
苦
労
し
て

い
ま
す
。
そ
の
問
題
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。 

 

今
有
如
図
楕
円
長
径
五一

寸十 

短
径
二一

寸十
正
通
矢
二一

分寸 

問
正
背
幾
何 

答
曰
正
背
九
寸
四
二
七
一 

六
七
七
有
奇 

  

題
意
は
単
純
で
す
が
、
術
文 

の
解
読
が
難
し
い
。
元
々
楕
円
の
周
長
を
求
め
る

に
は
「
楕
円
積
分
（
第
二
種
）」
を
行
う
と
い
う
の

が
昔
の
学
習
で
し
た
。
内
田
五
観(

弥
十
郎)

は
早

熟
だ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
十
五
歳
の
内
田
五
観

は
ど
の
よ
う
に
解
い
た
の
か
気
に
か
か
り
ま
す
。

因
み
に
ネ
ッ
ト
の
計
算
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
計
算

し
て
み
る
と
内
田
が
出
し
た
答
は
全
桁
正
し
い
よ

う
で
す
。
但
し
、
サ
イ
ト
に
は
矢
か
ら
直
接
正
背

を
求
め
る
よ
う
な
も
の
は
無
か
っ
た
の
で
、
類
似

の
計
算
か
ら
少
し
変
換
し
て
求
め
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
和
算
は
楕
円
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た

日下誠の墓 
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の
か
少
し
調
査
し
た
結
果
を
述
べ
た
い
。 

 
二
、
楕
円
の
一
周
長 

 

楕
円
は
江
戸
初
期
に
は
「
飯
櫃(

い
い
び
つ)

」
と

か
「
平
卵
形
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
但
し
、
こ
れ

は
長
方
形
の
左
右
に
半
円
を
付
け
た
場
合
を
指
し

て
い
る
よ
う
な
の
で
正
し
く
は
な
い
。
尤
も
、
万

葉
集
に
は
「
長
さ
一
尺
一
寸
、
囲
み
一
尺
八
寸
、

重
さ
十
六
斤
十
両
、
並(

と
も)
に
皆
楕
円(

ま
ろ)

く
、

状(

か
た
ち)

鶏
子(

と
り
の
こ)

の
ご
と
し
」
と
の
既
述

が
あ
る
と
か
。
関
孝
和
が
「
側
円
」
を
使
用
し
て

か
ら
は
、

幕
末
に
な

っ
て
も
こ

の
言
葉
が

使
わ
れ
ま

し
た
。
楕

円
は
中
国

の
「
暦
算

全
書
」
か

ら
来
た
言

葉
だ
と
い

い

ま

す

（
中
根
元

圭
が
訳
し

た
の
は
享

保

十

八

年
）。 

 

さ
て
、
楕
円
の
周
長
を
最
初
に
計
算
し
た
の
は

磯
村
吉
徳（
？
～
一
七
一
〇
）で
、『
算
法
闕
疑
抄
』

の
中
で
円
錐
台
の
斜
截
面(

楕
円)

の
周
を
出
題
し
、

解
法
を
『
頭
書
算
法
闕
疑
抄
』(

一
六
八
四)

に
示

し
ま
し
た
。
が
、
解
法
は
図
形
的
に
解
い
て
い
ま

す
が
明
ら
か
に
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

関
孝
和(

一
六
四
〇
頃
～
一
七
〇
八)

は
『
解
見

題
之
法
』
の
中
で
円
柱
の
斜
截
面(

楕
円)

か
ら
①

式
を
導
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
近
似
式
で
し
た
。 

 

会
田
安
明(

一
七
四
七
～
一
八
一
七)

は
『
算
法

側
円
集
』
で
長
径
を
等
分
し
た
点
を
通
り
、
短
径

に
平
行
な
弦
を
引
き
、
楕
円
と
の
交
点
を
結
ん
で

で
き
る
内
接
多
角
形
の
周
を
求
め
る
方
法
で
、
最

大128

等
分
し
た
場
合
を
求
め
て
い
ま
す（
②
式
）。

但
し
、
長
径
５
寸
、
短
径
３
寸
の
場
合
の
み
で
、

一
般
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

楕
円
の
周
長
を
正
確
に
求
め
た
の
は
、
石
黒
信

由(

一
七
六
〇
～
一
八
三
六)

と
坂
部
広
胖(

一
七

 

   

 

 

 

 

 
 

。　　これは④に等しい

のとき次式となる。において楕円

は短径の半分）は長径の半分、（以下の⑤第２種完全楕円積分

は離心率で、但し、

他文献法求積通考の問題５④和田寧の式、及び算

を出している。圓術」では、　　　なお、「創製側

但し、７項まで、収束悪し

より文献③坂部広胖の式　　　

等分　　　　　

等分　　　　　

　　４等分　　

より文献②会田安明の求めた値

より文献①関孝和の式　

で正しい値は、　　

の場合短径。具体数字は長径、
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『古今算鑑』の１問目と２問目(野口泰助氏) 
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･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 
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五
九
～
一
八
二
四)

で
、
ほ
ぼ
同
じ
考
え
で
、
ほ
ぼ

同
時
期
（
石
黒
の
方
が
少
し
早
い
）
で
し
た
。 

石
黒
は
『
側
円
周
背
眞
術
』(

一
八
〇
七
年
、
写

本)

で
初
め
て
側
円
の
正
背
・
余
背
・
側
円
周
を
出

し
て
い
ま
す
。（
正
背
は
長
径
に
平
行
な
弦
に
対
す

る
背
、
余
背
は
短
径
に
平
行
な
弦
に
対
す
る
背
を

い
い
ま
す
） 

坂
部
は
『
算
法
点
竄
指
南
録
』(

一
八
一
〇
年
、

刊
本)

で
公
式
の
み
述
べ
、
そ
の
後
『
創
製
側
円
術

解
』『
側
円
周
解
』
で
詳
細
に
述
べ
て
い
ま
す
。
③

式
に
坂
部
広
胖
の
式
を
示
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
余

背
・
正
背
を
求
め
る
式
の
特
別
の
場
合
と
し
て
求

め
た
も
の
で
す
。
実
際
に
は
余
背
を
導
く
過
程
が

詳
細
に
あ
り
ま
す
（
筆
者
は
未
理
解
）。
計
算
し
た

結
果
で
は
こ
の
式
は
収
束
が
悪
い
よ
う
で
す
。 

 

和
田
寧(

一
七
八
七
～
一
八
四
〇)

は
円
理
を
完

成
さ
せ
た
幕
末
最
高
の
和
算
家
と
し
て
有
名
で
す

が
、
和
田
が
『
円
理
順
逆
小
成
』
で
求
め
た
楕
円

周
の
式
を
④
に
示
し
ま
す
。
こ
の
式
の
導
き
方
は

『
算
法
求
積
通
考
』
の
問
題
５
に
も
あ
り
、
短
径

を
直
径
と
す
る
円
を
ｘ
軸
方
向
に
ａ
／
ｂ
倍
し
た

も
の
が
楕
円
と
考
え
て
い
ま
す
。
被
積
分
関
数
を

級
数
展
開
し
て
か
ら
積
分
し
て
い
ま
す
。
結
果
は

積
分
区
間
が
〔
０
か
らπ

／
２
〕
の
第
二
種
完
全

楕
円
積
分
（
⑤
式
）
に
等
し
い
。 

 

な
お
、
和
算
家
は
積
分
区
間
を
〔
０
か
ら
１
〕

の
間
で
行
う
の
が
通
常
だ
か
ら
基
本
的
に
は
式
⑥

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

  
 

三
、
楕
円
の
正
背
・
余
背 

既
述
の
よ
う
に
、
坂
部
広
胖
は
楕
円
に
関
し
て

最
初
に
余
背
や
正
背
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
式

は
⑦
の
よ
う
な
も
の
で
す
。併
せ
て『
古
今
算
鑑
』

の
一
問
目
と
二
問
目
に
適
用
し
た
場
合
も
示
し
ま

す
。
や
は
り
収
束
が
悪
い
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
⑥
か
ら
で
す
と
積
分
区
間
を
変
更
す
れ

ば
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
が
解
き
方
は
難
し
く
な

り
そ
う
で
す
（
昔
の
本
で
格
闘
中
で
す
）。 

 

そ
れ
に
し
て
も
坂
部
の
③
式
と
、
④
や
⑤
が
等

し
い
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
？ 

  
 

四
、
内
田
五
観
の
術
文 

 

解
読
が
難
し
い
場
合
は
、
数
学
的
に
解
い
て
み

て
、
そ
の
式
か
ら
読
み
を
類
推
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
述
べ
た
式
か
ら
は
類

推
す
る
こ
と
は
難
し
く
解
読
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

坂部広胖の『創製側円術解』 
         (東北大) 

会田安明の『算法側円集』 
         (東北大) 

『算法求積通考」の問題５ (筆者蔵) 
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因
み
に
『
古
今
算
鑑
』
の
一
問
目
の
術
文
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。『
埼
玉
の
算
額
』
に
も
所
収

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

術
曰
以
長
径
除
短
径
自
之
以
減
一
個
餘
天名
置
一

個
径擬

 圓
以
短
径
除
矢
矢擬
依
術
求
弦弧

 背
置
弦
自

之
乗
天
地名
倍
擬
矢
以
減
一
個
而不

減及

之減

為者

負反
餘

乗
弦
名
甲
乗
地
二一

除乗
名
乙
乗
地
四三

除乗
名
丙
乗

地
六五

除乗
名
丁
逐
如
此
求
干
名
名甲

各負

為者

負干
○
置

弧
背
為
原
数
一
乗
内
減
甲
加負

之者
餘
乗
天
二
冪
除

為
一
差
三一
乗
内
減
乙
加負

之者
餘
乗
天
四
冪
除
為
二

差
五三
乗
内
減
丙
加負

之者
餘
乗
天
六
冪
除
為
三
差
逐

如
此
求
諸
差
以
畳
減
干
原
数
餘
乗
長
径
得
正
背
合

問 

  

こ
の
術
文
の
解
読
に
は
ま
だ
時
間
を
要
し
そ
う

で
す
。 

 

参
考
文
献 

(

1)

佐
藤
健
一
監
修
『
和
算
の
事
典
』
朝
倉
書
店 

(

2)

学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
数
学
史 

第
４
巻
』 

(

3)

深
川
他
『
日
本
の
数
学
何
題
解
け
ま
す
か
？
上
』 

(

4)

坂
部
広
胖
『
創
製
側
円
術
』、
他 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

 

内
田
五
観
の
楕
円
の
正
背
（
ま
た
は
余
背
）
の

求
め
方
（
術
文
）
の
解
読
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の

は
一
年
程
前
。
一
年
経
ち
再
挑
戦
し
て
み
ま
し
た

が
や
は
り
解
読
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
く
進
歩

な
く
愕
然
と
し
ま
し
た
。
他
に
も
解
読
出
来
な
い

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
励
み
の
題
材
に

残
し
て
お
く
の
も
良
い
か
と
割
り
切
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん･

･･

。（
強
弁
で
す
） 

 

九
月
に
70
歳
に
な
り
ま
し
た
。「
北
武
蔵
の
和

算
家
」
の
調
査
目
標
期
限
で
し
た
が
今
少
し
か
か

り
そ
う
で
す
。
私
事
で
す
が
長
男
と
孫
二
人
の
四

人
で
奥
秩
父
連
峰
の
金
峯
山
手
前
の
朝
日
岳

(2
5
7

9

ｍ)

に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
車
で
大
弛
峠

(

お
お
だ
る
み
と
う
げ
、2

3
6

0

ｍ)

ま
で
行
け
る
の
で

楽
で
し
た
。
好
天
に
も

恵
ま
れ

2
5
0

0

ｍ
級
の

素
晴
ら
し
い
山
並
み
を

堪
能
で
き
ま
し
た
。
写

真
は
朝
日
岳
か
ら
金
峯

山
を
望
む
。 

 

 

   

 

 

 

 

となる。）（古今算鑑の値は、　正背

で計算すると、からで　古今算鑑１問目は

を正弦にして求める。　　

を入れ替え、求める場合は、上式で　正弦を与えて正背を

）（古今算鑑の値は

で矢古今算鑑２問目

余背

とすれば、人、天

とするとき、弦（余弦）をの楕円の短径に平行な、短径　　　長径

より　　　文献⑦坂部広胖の余背の式

　となり④に等しい。　　であり、

　

（一部未確認）。表すと次のようになる　　この式を漸化式で

である。　　ここで、

は長半径、短半径。になる。の周の積分は次のよう　　　

より算家の例）　文献⑥積分区間の変換（和
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